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学位論文の要旨 
Effect of femoral canal shape on mechanical stress distribution and adaptive bone 










後 20 年以上を経てその 9 割以上が安定であったという研究もあり，長期成績が良好な機種
と考えられている．しかし近年，TW 型セメントレスステムを用いた THA において，ステ













置換術を行った女性患者90例より，Noble, et al. (1988)の提唱するCanal Flare Index(CFI)
を用いて抽出した．90例のうち，7例が champagne-flute型髄腔(Group A)，5例が stovepipe
型髄腔(Group C)であった．この 12 例に中間型と分類された 8 例(Group B)を加え，全 20
例 20 股を本研究の対象とした．術前後での荷重環境の変化を検討するため，CT 画像をも
とに全症例の術前および術後大腿骨の有限要素モデルを作成した．同一患者の術前モデル
と術後モデルに同一の荷重条件を設定し，有限要素解析結果を比較した． 
有限要素解析後，大腿骨に設定した関心領域（volume of interest: VOI）毎に von Mises
相当応力(VMS)およびひずみエネルギー密度(SED)の平均値を求め，術前後での変化率 (%)
を各 VOI で算出した．実際の患者大腿骨に起きた骨密度変化は，Double Energy X-ray 
Absorptiometry (DEXA)法により測定された． 
DEXA 法の結果と有限要素解析結果の術後変化率について，3 群間で比較を行った．また，





 有限要素解析の結果，大腿骨近位内側に当たる2つの領域で，stovepipe 型髄腔群の VMS
は有意に低下していた(VOI6, p=0.01; VOI7, p=0.02)．SED については VOI6 のみ 3 群間で
有意差が見られた(p=0.03)．DEXA 法で測定されたステム周囲大腿骨の骨密度変化は，有限
要素解析で有意差が見られた大腿骨近位内側領域で 3 群間に有意差が見られた．特に
stovepipe 型髄腔群の大腿骨近位内側領域における骨密度は，術後 1 年時点で他 2 群と比べ
有意な骨密度低下が認められた．有限要素解析の結果得られた VMS 及び SED の術前後変
化率は，実際の患者大腿骨骨密度の術後変化と有意な正の相関関係が見られた(p<0.01)．2
つのパラメータを骨密度変化との相関の強さで比較した場合，THA 術後 1 年における骨密




 本研究の結果から，stovepipe 型髄腔を持つ患者大腿骨に TW 型セメントレスステムを用
いた場合，他の髄腔形状を持つ群より強い応力遮蔽が起こっており，術後の大腿骨骨萎縮






















Cooper HJ, Jacob AP, Rodriguez JA. (2011), Distal fixation of proximally coated tapered 
stems may predispose to a failure of osteointegration. J Arthroplasty, 26(6 Suppl), 78–83.  
Noble PC, Alexander JW, Lindahl LJ, Yew DT, Granberry WM, Tullos HS. (1988), The 





Effect of femoral canal shape on mechanical stress distribution and 
adaptive bone remodeling around a cementless tapered-wedge stem 
Oba M, Inaba Y, Kobayashi N, Ike H, Tezuka T, Saito T, (2016) 
Bone and Joint Research, 5 (9) 362-369 
 
 
II.   副論文 
異なるステムデザイン間での人工股関節全置換術後の大腿骨側インプラント
周囲の応力分布および骨密度の比較 
大庭 真俊，稲葉 裕，池 裕之，平田 康英，富岡 政光，齋藤 知行. 




Difference in Postoperative Periprosthetic Bone Mineral Density Changes 
Between 3 Major Designs of Uncemented Stems: A 3-Year Follow-Up Study. 
Inaba Y, Kobayashi N, Oba M, Ike H, Kubota S, Saito T. (2016) 
J Arthroplasty, 31(8):1836-41. 
 
